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◆方針の３つの柱 

 

◆具体的な取組 

 

 

 

めざす学校像 

だれもが安心、成長できる学校をめざして～自分の大好きを探して～ 

・学ぶ喜びを生きる喜びにつなげる児童 
・誇りと自信をもち、授業改善や児童理解に努める教師 
・未来を担う児童の健やかな成長を目指し、保護者・地域と共に歩む学校 
 

（中期的目標） 
・目標を明確にもって学びに向かい、学び合いを通して自己の成長を実感し、それを次に生かす児童 
・児童や授業、学校・学級経営についてコミュニケーションを深め、共に豊かな学びを実現する教師 
・教育活動等を通して、児童、保護者・地域、学校の思いや願いを共有できる学校 

学校教育目標 
・よく考えやりぬく子  ・仲良く協力する子  ・明るく健康な子 

確かな学力 生きて働く力 

 

豊かな人間性 社会性 健やかでたくましい心と体 

○基本的な知識・技能の向上 

・目標の意識化と振り返りの定着 

・家庭学習の習慣化と充実 

○主体的・協働的な学びの実現 

・個別最適な学びの場の工夫 

・計画的な学び方の指導 

・汎用的な能力を培う体験活動 

・各種コンクールへの参加 

○思考力・表現力の育成 

・校内研究の活性化による「書く

力（伝え合う力）」の伸長 

○情報活用能力の構築 

・学校図書館の活用の充実 

・ICT の日常的な活用の促進 

○生命・人権尊重教育の充実 

・道徳授業、人権プログラム活

用の推進 

・教育相談、インクルーシブ教

育推進による多様性の理解 

○自己肯定感・有用感の育成 

・キャリア教育、異年齢活動

（なかよし班、幼稚園との連

携）、学級会活動の充実 

○国際社会に生きる力の育成 

・文化的行事、職業体験の参加 

・TGG 体験と英語教育の充実 

・SDGｓ教育の推進 

 

○生活習慣と規範意識の確立 

・あいさつ、礼儀の徹底 

○体力向上活動の充実 

・水泳指導の活性化 

・芝生化した校庭の活用 

○危機管理への意識の強化 

・いじめ防止基本方針、ふれあ

い月間での情報共有の徹底 

・SC 等関係諸機関との連携 

・情報モラル教育の推進 

○ウェルビーイングの実現 

・不登校、ヤングケアラー対応 

・ワークライフバランスの励行 

学校経営の推進・学校評価 

◆その他 心が動く…感動が学びの動機付け 個別最適な学びへの入り口 
視野が広がる…多様な世界との出会い 共感的理解力の涵養 意思決定と自己肯定感 
学び方・生き方を知る…問題解決・自己実現のサポート なりたい自分の明確化 

コミュニティースクールモデル校 

 
運営委員会（組織的運営） 

 
地域防災 

 

学力向上・OJT 委員会 

 地域人材活用 企業・大学等連携 

 

花の木幼稚園との連携 

 

校内委員会 

 
校務 DX 

 

教育環境の整備 

 

生成 AI・NHK for School 

 

ｶﾘｷｭﾗﾑ･ｵｰﾊﾞｰﾛｰﾄﾞ 

 

教科担任制 

 


